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令和３年度 第35回令和３年度 第35回
「在京花巻人のつどい」のお知らせ「在京花巻人のつどい」のお知らせ

感
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

し
か
し
一
方
で
、
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
も
た
ら

し
た
多
く
の
矛
盾
や
課
題
に

つ
い
て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
も
そ
も
ウ
イ
ル
ス

は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
人

類
の
移
動
や
土
地
の
開
発
に

よ
る
自
然
破
壊
が
も
た
ら
し

た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

し
、
地
球
環
境
の
悪
化
が
世

界
中
で
自
然
災
害
の
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
経

済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
国
で
そ
の
受
益
者

と
置
き
去
り
に
さ
れ
た
人
々

と
の
間
に
格
差
の
拡
大

を
も
た
ら
し
、
深
刻
な

社
会
分
断
を
も
た
ら
し

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
矛
盾
や

課
題
は
、
国
を
超
え
て

連
携
し
な
け
れ
ば
解
決

出
来
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
米
中
対
立
と
各
国

の
内
向
き
な
姿
勢
で
国

際
協
調
が
行
き
づ
ま
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
こ
の

背
景
に
は
、
資
本
主
義

と
民
主
主
義
に
よ
る
政

治
と
経
済
の
シ
ス
テ
ム

へ
の
信
頼
が
失
わ
れ
つ

つ
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て

日時：令和３年７月10日（土）11時～14時
会場：東京ガーデンパレス
住所：東京都文京区湯島1-7-5
電話：03-3813-6211
アクセス：JR御茶ノ水駅聖橋口

番
目
と
な
る
お
も
ち
ゃ
美
術

館
が
７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、

ま
ち
な
か
の
活
性
化
に
つ
な

が
っ
て
い
く
も
の
と
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
西
南
地
区
に
は
、

待
望
の
道
の
駅
は
な
ま
き
西

南
が
８
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、

連
日
多
く
の
お
客
様
で
賑
わ

い
を
み
せ
て
お
り
、
県
内
第

１
号
の
道
の
駅
石
鳥
谷
に
つ

い
て
も
、
現
在
、
施
設
の
改

修
再
編
が
進
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
新
花

巻
図
書
館
や
花
巻
駅
東
西
自

由
通
路
の
整
備
の
検
討
、
国

道
４
号
北
上
花
巻
道
路
拡
幅

整
備
や
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
整
備
な
ど
の
計
画

も
進
ん
で
お
り
、
よ
り
住
み

や
す
い
活
力
あ
る
花
巻
に
向

け
て
前
進
し
て
お
り
ま
す
。

在
京
花
巻
人
会
の
皆
様
に

は
、
今
後
と
も
、
花
巻
市
へ

の
一
層
の
発
展
の
た
め
ご
支

援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
本
年
も
健
や
か
で
幸
多

き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈

り
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

新
年
ご
あ
い
さ
つ

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
か
ら
謹
ん
で
新

春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
在
京
花
巻
人

会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り

格
別
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
は
、
世
界
的
に
感
染

拡
大
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
、
社
会
に
大

き
な
衝
撃
を
与
え
、
人
々
の

健
康
を
脅
か
し
経
済
的
に
も

甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
私
た

ち
の
生
活
を
一
変
さ
せ
た
年

と
な
り
ま
し
た
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、

学
校
や
公
共
施
設
に
お
け
る

対
策
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン

タ
ー
の
設
置
な
ど
の
感
染
症

予
防
対
策
に
取
り
組
ん
で
来

ま
し
た
が
、
花
巻
ま
つ
り
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
等
は
中
止
さ

れ
、
国
内
外
か
ら
の
観
光
客

も
減
少
す
る
な
ど
、
観
光

業
、
宿
泊
業
や
飲
食
業
を
中

心
に
地
域
経
済
に
と
っ
て
大

き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け

花
巻
市
で
は
、
国
の
交
付
金

を
活
用
し
、
温
泉
事
業
者
を

支
援
す
る
た
め
の
利
用
料
助

成
や
地
元
飲
食
店
や
小
売
店

の
売
り
上
げ
ア
ッ
プ
を
図
る

た
め
の
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
ポ
イ

ン
ト
20
％
還
元
の
ほ
か
、
中

小
企
業
者
向
け
の
家
賃
補
助

や
水
稲
生
産
者
へ
の
米
価
格

下
落
へ
の
支
援
策
を
講
じ
る

な
ど
、
地
域
経
済
の
再
生
に

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
昨
年
は
、
総
合

花
巻
病
院
が
御
田
屋
町
に
３

月
に
開
院
し
た
ほ
か
、
マ
ル

カ
ン
ビ
ル
に
は
、
全
国
で
５

花
巻
市
長
　
上
田
　
東
一

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

と
は
申
し
上
げ
て
み
た
も

の
の
、
や
は
り
昨
年
来
の
新

型
コ
ロ
ナ
禍
で
今
年
は
新
年

を
心
か
ら
寿
ぐ
と
い
っ
た
心

境
に
は
な
れ
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
は

唯
々
、
会
員
の
皆
様
そ
し
て

花
巻
ゆ
か
り
の
皆
様
が
、
こ

の
事
態
を
無
事
に
乗
り
切
ら

れ
る
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
る
ば
か
り
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
あ
っ
と
い

う
間
に
世
界
中
に
感
染
が
拡

が
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
で
す

が
、
改
め
て
遠
い
外
国
の

人
々
と
私
達
が
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
世
界
中
の

人
々
が
自
分
た
ち
と
同
じ
閉

塞
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い

る
と
い
う
共
通
体
験
も
、
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
実

は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

ド
イ
ツ
の
哲
学
者
マ
ル
ク

ス
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
、「
コ

ロ
ナ
時
代
を
生
き
る
私
達
は

今
、『
グ
ロ
ー
バ
ル
な
道
徳
』

を
必
要
と
し
て
い
る
」
と
述

べ
て
い
ま
す
。
宮
澤
賢
治
の

「
世
界
が
ぜ
ん
た
い
幸
福
に

な
ら
な
け
れ
ば
個
人
の
幸
福

は
あ
り
得
な
い
」
と
い
う
言

葉
を
想
起
さ
せ
ま
す
が
、
ほ

ぼ
一
世
紀
前
に
今
の
時
代
を

見
通
し
て
い
た
賢
治
に
改
め

て
感
嘆
す
る
思
い
で
す
。

新
し
い
年
に
あ
た
り
、
私

達
も
世
界
の
状
況
を
よ
く
見

極
め
、
世
界
中
の
人
々
に
思

い
を
馳
せ
、
行
動
を
起
こ
す

時
が
来
て
い
る
こ
と
を
心
に

刻
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
在
京
花
巻
人
会

会
長
　
瀬
川
　
紘
一 年

頭
所
感

花
巻
人

在
京
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「
ネ
ク
タ
イ
を
締
め
た
百
姓

一
揆
」東
京
で
公
開

地
元
在
住
有
志
が
ス
タ
ッ

フ
や
出
演
者
と
な
っ
て
製
作

さ
れ
た
「
ネ
ク
タ
イ
を
締
め

た
百
姓
一
揆
」
が
、
東
京
の

ア
ッ
プ
リ
ン
ク
渋
谷
で
公
開

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
映
画
は
新
花
巻
駅
設

置
を
巡
る
14
年
間
の
地
元
住

民
に
よ
る
活
動
の
物
語
で

す
。
昭
和
46
年
に
発
表
さ
れ

た
東
北
新
幹
線
の
計
画
に
無

か
っ
た
駅
を
、
様
々
な
障
害

を
乗
り
越
え
て
設
置
に
至
っ

た
と
い
う
大
群
像
劇
で
す
。

又
、
こ
の
物
語
の
映
画
化

も
困
難
な
事
業
だ
っ
た
よ
う

で
す
。「
新
花
巻
駅
物
語
～

甚
之
助
と
万
之
助
」（
渡
辺

勤
著
）
を
読
ん
だ
髙
橋
修
氏

が
２
０
１
０
年
末
に
映
画
化

を
思
い
立
ち
企
画
が
ス
タ
ー

ト
。
企
画
書
が
紫
波
町
在
住

の
映
画
監
督
河
野
じ
べ
太
氏

に
渡
り
、
映
画
化
に
向
け
た

活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

の
後
東
日
本
大
震
災
が
あ

り
、
一
時
停
滞
し
ま
し
た
。

し
か
し
２
０
１
４
年
に
映
画

製
作
実
行
委
員
会
に
よ
っ
て

製
作
体
制
の
準
備
が
ス
タ
ー

ト
し
ク
ラ
ン
ク
イ
ン
に
漕
ぎ

つ
け
ま
し
た
。
ク
ラ
ン
ク

ア
ッ
プ
は
２
０
１
６
年
５

月
、
編
集
や
資
金
集
め
な
ど

が
あ
り
、
２
０
１
７
年
５
月

に
花
巻
文
化
会
館
で
初
上
映

さ
れ
ま
し
た
。

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
小
原

良
猛
氏
は
新
駅
誘
致
活
動
の

中
心
人
物
小
原
甚
之
助
氏
の

お
孫
さ
ん
で
、
２
０
１
７
年

の
「
在
京
花
巻
人
の
つ
ど

い
」
に
来
賓
と
し
て
出
席
し

て
頂
き
ま
し
た
。
劇
場
公
開

ま
で
に
は
、
更
な
る
ご
苦
労

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

3
年
半
後
の
今
年
11
／
６
～

12
東
京
で
の
劇
場
公
開
が
実

現
し
ま
し
た
。

11
／
６
の
東
京
で
の
初
日

は
、
河
野
じ
べ
太
監
督
と
出

演
者
、
７
～
８
日
は
小
原
良

猛
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
出
演

者
が
舞
台
挨
拶
。
6
日
～
8

日
は
満
席
と
な
り
、
劇
場
側

は
19
日
ま
で
の
公
開
延
期
を

決
め
ま
し
た
。
こ
れ
も
一
重

に
多
く
の
会
員
の
皆
様
に
駆

け
つ
け
て
頂
い
た
賜
物
と
思

い
ま
す
。�

（
編
集
部
）

理
事
　
梅
津　

豊

令
和
２
年
11
月
８
日
（
10

時
～
16
時
）
池
袋
駅
東
口
で

永
年
岩
手
県
人
会
と
し
て
協

力
し
て
い
る
日
赤
献
血
奉
仕

活
動
に
参
加
し
て
き
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
を
受
け
、
春
は
中
止
、
こ

の
秋
1
回
の
開
催
で
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
考

慮
し
人
数
を
削
減
、
全
体
と

し
て
15
名
、
う
ち
花
巻
人
会

4
名
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
の
協
力
開
催
と
な
り
ま
し

た
。池

袋
駅
は
Ｊ
Ｒ
駅
と
し
て

第
41
回
献
血
奉
仕
活
動

に
参
加
し
て
き
ま
し
た

新
宿
に
次
い
で
２
位
、
営
団

地
下
鉄
は
１
位
、
駅
全
体
と

し
て
1
日
約
２
６
０
万
人
の

乗
降
客
を
誇
る
立
地
で
す
。

乗
降
客
の
献
血
協
力
に
対

す
る
意
識
は
高
く
、
始
ま
る

と
行
列
が
出
来
る
ほ
ど
の
大

盛
況
で
し
た
。
20
代
～
40
代

の
若
い
方
が
多
く
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
る
の

か
積
極
的
な
協
力
参
加
者
が

お
ら
れ
る
事
を
実
感
し
ま
し

た
。始

ま
っ
て
最
初
の
方
は
若

い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
な
ん
と

岩
手
県
北
上
市
出
身
、
そ
れ

も
奥
様
は
花
巻
太
田
の
方
と

か
、
岩
手
県
人
会
の
幟
を
見

て
協
力
を
申
し
出
た
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。「
も
し
や

サ
ク
ラ
か
？
」
と
思
う
ほ

ど
岩
手
県
人
の
厚
い
思
い

に
感
動
す
る
ス
タ
ー
ト
で

し
た
。

仕
事
帰
り
に
協
力
し
た

い
と
終
了
時
間
を
確
認
さ

れ
る
方
、
今
回
お
願
い
の

Ａ
・
Ｂ
・
Ｏ
で
は
な
く
Ａ

Ｂ
型
だ
が
良
い
か
？�

と

尋
ね
る
方
、
岩
手
県
人
会

の
催
し
と
聞
い
て
わ
ざ
わ

ざ
娘
さ
ん
を
連
れ
て
来
ら

れ
た
日
詰
出
身
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
、
自
転
車
で
プ

ラ
ッ
と
来
て
献
血
さ
れ
る

若
い
人
、
本
当
に
様
々
な
方

が
献
血
に
来
ら
れ
最
終
的
に

は
午
前
15
人
、
午
後
25
人
と

不
断
よ
り
多
い
40
人
の
尊
い

献
血
参
加
協
力
者
で
今
回
の

活
動
は
終
了
し
ま
し
た
。

血
液
は
日
持
し
ま
せ
ん
、

60
代
以
上
の
手
術
に
多
く
使

用
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
来
年

は
年
2
回
の
通
常
奉
仕
活
動

に
戻
り
献
血
奉
仕
を
継
続
し

た
い
と
誓
っ
た
１
日
で
し

た
。

副
会
長
　
高
橋
　
良
光

昨
年
11
月
11
日
（
水
）
か

ら
16
日
（
月
）
ま
で
の
６
日

間
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
盛
岡
支
社

主
催
の
第
２
回
「
い
わ
て
銀

河
ド
リ
ー
ム
フ
ェ
ア
」
が
Ｊ

Ｒ
大
宮
駅
イ
ベ
ン
ト
広
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
か
ら
10
数
店
舗
が
出

店
、
沿
岸
地
域
（
大
槌
、
釜

石
、
大
船
渡
）
か
ら
は
昆
布

類
、
筋
子
、
一
夜
干
し
の

海
産
物
、
県
南
地
域
（
一

関
、
平
泉
）
か
ら
は
南
部
せ

ん
べ
い
、
和
菓
子
等
、
県
中

央
地
域
（
遠
野
、
宮
守
）
か

ら
は
漬
物
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

の
加
工
品
、
花
巻
は
矢
沢
の

東
十
二
丁
目
の
髙
橋
農
園
か

ら
り
ん
ご
、
道
奥
金
婚
亭
の

漬
物
な
ど
が
販
売
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
髙
橋
農
園
販
売
の

Ｊ
Ｒ
大
宮
駅
で
の

「
い
わ
て
産
直
市
」開
催

リ
ン
ゴ
の
品
種
は
日
頃
見
か

け
た
こ
と
の
な
い
シ
ナ
ノ

ス
イ
ー
ト
（
紅
）、
ス
リ
ム

レ
ッ
ト
（
紅
）、
ぐ
ん
ま
名

月
（
黄
）、
も
り
の
か
が
や

き
（
黄
）
の
４
種
類
で
、
販

売
し
て
い
た
農
園
の
中
村
さ

ん
に
よ
る
と
「
色
々
な
も
の

に
挑
戦
し
、
若
い
青
年
達
と

楽
し
く
農
業
を
行
う
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
る
」
と
の
こ

と
。
又
、
金
婚
亭
の
漬
物
は

ご
ぼ
う
の
昆
布
巻
、
芭
蕉
な

ん
ば
ん
、
青
な
ん
ば
ん
、
み

そ
っ
こ
胡
瓜
、
金
婚
漬
な
ど

が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
私
が

訪
れ
た
の
は
12
日
（
木
）
の

午
後
３
時
半
頃
で
し
た
が
、

こ
の
時
間
帯
は
通
勤
客
が
少

な
く
、
又
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い

う
時
期
で
も
あ
り
一
昨
年
と

比
べ
る
と
お
客
の
数
は
少
な

か
っ
た
で
す
。
私
の
思
い
と

し
て
は
上
野
駅
の
中
央
改
札

口
前
の
広
場
で
行
う
と
も
っ

と
多
く
の
人
々
が
買
物
で
岩

手
県
に
協
力
で
き
る
の
で

は
？
と
思
い
な
が
ら
帰
っ
て

来
ま
し
た
。

※�

金
婚
亭
の
漬
物
は
ネ
ッ
ト
の
楽

天
市
場
で
買
う
事
が
出
来
ま
す
。

（２）
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この二つの賞は、宮澤賢治に関する優れた研究や、
その精神を実践している個人又は団体に送られるも
のです。受賞候補者の選考については、市が毎年度
「宮澤賢治学会イーハトーブセンター」に意見を求
め、その選考結果を受けて決定・表彰しています。
今回の宮澤賢治賞は、文化人類学者・批評家の今
福龍太さんが受賞、著書の「宮澤賢治�デクノボーの
叡智」でイーハトーブを縦横無尽に巡りながら、そ
こに潜む未来的な倫理を浮かび上がらせた内容が高
く評価されました。同奨励賞は、法華信者としての
賢治の生涯を映像化し「愁いの王－宮澤賢治－」を

制作した映画監督の吉田重滿さ
んと「宮澤賢治はなぜ教科書に
掲載され続けるのか」を執筆し
た日本近代文学研究者の構大樹
さんが受賞しました。
イーハトーブ賞には、秋田県
を拠点に賢治童話や東北の歴
史・文化を題材とした演劇活動
を続け地域の文化振興に貢献してきた「劇団わらび
座」が受賞しました。�（広報はなまき９/１号より）

市はふるさと納税を活用し、花巻を応援したいと
いう全国の皆さんの思いを「イーハトーブ花巻応援
寄付金」という形で受け付け、まちづくりを支えて
います。
令和元年度の寄付金は30,976件、6億924万3千
円。活用状況は、中心市街地活性化に85,144千円
（14％）、交流人口拡大に98,149千円（16％）、子育
て環境整備に201,500千円（33％）、農業ICT化、担
い手育成に77,560千円（13％）、生涯学習の推進に
15,524千円（2％）、個性を生かした地域活動支援に
131,366千円（22％）の６分類で合計37事業でした。
各事業の例として、中心市街地活性化では市内へ

の移住者支援や公園の整備、商店街活性化イベント
開催費用の補助等、交流人口の拡大ではUIJターン
者の就業支援や賢治童話村のライトアップ、ワイン
ツーリズムいわて開催支援等、個性を生かした地域
活動支援では、27の地域コミュニティーでの活動の
活性化支援等、がありました。
令和２年度も、活力に満ち、自然豊かなまちづく
り、スポーツ振興と子供の教育で豊かな市民が育つ
まちづくり、地域コミュニティー活性化、市の重点
政策などに寄付金を募っています。
（問い合わせ：本館定住推進課�℡41－3516）
　� （広報はなまき８/１号より）

花巻市では、JR花巻駅を利用する人の利便性向上
と駅東西の一体的なまちづくりを進めることを目的
に、同駅の橋上化と東西自由道路の整備を検討して
います。
この事業では、駅施設を橋上化することに加え、
西側と東側を結ぶ自由道路の整備（エスカレーター
やエレベーター設置も含め）が計画されていますが、
昨年７月～８月に事業説明会が開催されました。
説明会参加者によると、花巻駅の乗車人口は１
日平均3,287人（平成30年度）でうち1,000人ほど
（ほとんどが花巻南校と花巻東校生徒か）が、東側の
改札を出て公共地下道を迂回して西口に出ていると
のこと。東西自由道路が出来ると、迂回せずに改札

から直接２階の自由道
路に上がり西口を目指
せるようになるとのこ
とです。
ただ、問題はいつ出
来るかですが、今の計
画では令和８年の秋と
のこと。花巻駅の役割
を考えると大切な事業
と思われますが、完成
は６年後となります。

（広報はなまき８/15号、在花巻会員�髙橋進氏より）

若葉町の文化会館の近くにある花巻図書館ですが、
行かれたことがある方はご存知かと思いますが相当
老朽化しています。そこで、現在新花巻図書館の建設
が計画されており市民の注目を集めているようです。
市は、市民参加による新花巻図書館整備基本計画
の素案づくりのため、昨年７月から10月にかけて
「としょかんワークショップ『みんなで話そう未来の
図書館』高校生・20代編、一般編」を開催。富士大
学図書館学教授の早川光彦さんをアドバイザーに迎
え、参加者は施設や蔵書資料、サービス、立地場所

などについて話し合いアイディアを出しました。さ
らに、昨年11月からは５か所で「市民との意見交換
会」を開催し、ワークショップで話し合われた内容
や建設候補地などについて報告するとともに、市民
の皆さんと意見交換がなされ素案策定に活かされる
とのことです。
今後は、市民参加ガイドラインに基づき今年2月
から４月にかけて、パブリックコメントや市民説明
会、図書館協議会からの意見聴取による市民参加手
続きが行われることなどが公表されています。

≪はなまき　あれこれ≫

第30回宮澤賢治賞・イーハトーブ賞受賞者決定

イーハトーブ花巻応援寄付金の令和元年度活用内容

JR花巻駅東西自由道路整備事業説明会始まる

新花巻図書館に関する市民意見交換会始まる

今福 龍太さん今福 龍太さん

JR花巻駅２階平面図（イメージ図）

（３）
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オーストリア共和国のベルンドルフ市と旧大迫町
は、アルプスに咲くオーストリア国花であるエーデ
ルワイスと早池峰固有のハヤチネウスユキソウがよ
く似ているという、花が取り持つ縁で1965年友好都
市提携を結びました。この友好都市提携は、平成18
年に新花巻市に引き継がれ、昨年55周年を迎えまし
た。
ベルンドルフ市は、ウイーンの南南西約50キロに
ある人口9,000人の比較的小さな市ですが、12世紀
ごろの記録にもその名があるほど歴史のある町です。
産業も、19世紀半ばに金属洋食器工場を建設し、現
在でも銀食器は国内外で多くの人々に使われていま
す。松やにの生産も盛んで、クラッシック音楽が日
常的に演奏されるオーストリアで弦楽器に塗布する

ために使われていま
す。
ベルンドルフ市と
の交流は、1966年以
来青少年研修派遣や
ギムナジウム校の生
徒受け入れ、登山や
スキー交流、ワイン留学生派遣、郷土芸能の紹介な
どを行って来ました。
平成27年の50周年記念式典では、ベルンドルフか
ら訪問団17人が訪れ、式典や市民交流会に参加しま
した。ただ、55周年の昨年は新型コロナで式典は延
期、今年改めて式典と交流が行われる予定です。
� （広報はなまき10/１号より）

釜石線が全線開通したのは70年前、確か当時は花
釜線と言っていたように思いますが、かつて花巻北
高があった（現在は花巻北中がある）崖の下の線路
を、機関車が後ろ向きに花巻駅に向かって走ってい
た姿が思い出されます。釜石線全線開通は大きな出
来事で、小学校生も市をあげてのお祝いの旗行列に
参加しました。
昨年10月11日、JR東日本盛岡支社は釜石線70周
年記念号を運行、20組（１組２人まで）を招待し、
JR遠野駅からJR花巻駅まで特別運行しました。使
用列車は「リゾートあすなろ」で、平成22年東北新

幹線新青森開業に合わせて登場した津軽線・大湊線
を運行するリゾート列車。乗客はカラフルな車体と
広々とした車内を楽しみました。
又、同盛岡支社では、東北本線の一ノ関～盛岡間
の開業130周年を記念して特別列車を運行、花巻市
民７組（１組２人まで）を招待し、JR北上駅から
JR盛岡駅まで特別運行しました。列車はJR東日本
の全車両グリーン車編成のハイグレード車「E655系
なごみ（和）」で、乗客は豪華な客室で高級感を楽し
みました。� （広報はなまき９/１号他より）

毎年、花巻市は宮澤賢治の命日９月21日にイギリ
ス河岸を出現させる試みを実施しています、昨年の
同日にも発電事業者などの全面的な協力のもと出現
を試みました。しかし昨年は、残念ながら水位があ
と１歩下がり切らず、出現とはなりませんでした。
ただ、下がった水位のおかげで白い川底がうっすら
と透けて見えて、イギリス海岸の輪郭は見ることが
出来ました。
イギリス海岸は、かつては夏になると青白い凝灰
岩質の第三紀層が露出し、イギリスのドーバー海峡を

思わせたこ
とから賢治
により名付
けられたも
のです。
この試みは昨年で14回目、平成21年、24年、26年、
28年、令和元年に出現に成功しています。一度賢治
の命日に合わせて帰郷して見に行ってみませんか。
�（広報はなまき９/１号、花巻市ホームページより）�

今年の選抜高校野球甲子園出場校の選出目安とな
る秋季高校野球の岩手県大会が昨年８/29 ～９/27、
東北地区大会が同10/14 ～ 20に開催されました。
まず花巻地区の予選では花巻東、花巻北、花巻農
が勝ち抜き県大会に出場。１回戦で花巻農は久慈に
５：４で勝利し、花巻北は盛岡第四に４：７で敗戦。２
回戦で花巻東は盛岡中央に11：１、花巻農も盛岡工に
５：４で勝利しました。準々決勝では、花巻東が黒工に
14：０、花巻農が盛岡三に５：４で勝利し共に準決勝
に進みましたが、準決勝では花巻東は盛岡大附に２：
７で、花巻農は一関学院に２：９で敗れました。盛岡

大附と一関学院は東北地区大会に、三つ目の代表を
かけて花巻東と花巻農が対戦しましたが５：０で花巻
東が勝利しました。残念ながら花巻農の東北地区大
会出場はなりませんでした。
東北地区大会では、１回戦で県大会優勝の盛岡大
附は羽黒に７：10、一関学院は昌平に６：９で敗れま
したが、花巻東は鶴岡東に７：２で勝利し２回戦に。
２回戦は角館に２：１、準々決勝では八戸西に２：１
で勝利し準決勝に進みました。しかし準決勝で仙台
育英に０：１で敗れ、甲子園出場（東北地区２校）
確定には惜しくも届きませんでした。

ベルンドルフ市友好都市提携55周年

「釜石線70周年」と「一関～盛岡間開業130周年」

イギリス海岸の出現、昨年は出現せず

高校野球秋季岩手・東北大会の結果と花巻農の活躍

令和元年度の試みで出現したイギリス海岸の様子

ベルンドルフ市民劇場

（４）
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よ
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が
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ま
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よ
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や
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思
っ
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。

盛
大
な
花
巻
ま
つ
り
が
二

〇
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〇
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新
型
コ
ロ
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た
め
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止
だ
っ
た
の
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と
い
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あ
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。

花
巻
ま
つ
り
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想
い
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思
い
出
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ー
ナ

思
い
出
コ
ー
ナ
ーー

思
い
出
コ
ー
ナ
ー

　
髙
橋
　
滋
明

実
家
の
花
屋
・
花
広
さ
ん

の
八
月
は
何
か
と
忙
し
い
。

商
い
を
し
な
が
ら
の
お
墓

の
掃
除
や
お
墓
参
り
当
日
に

集
ま
る
二
十
人
以
上
の
兄

弟
、
甥
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な
ど
の
夕
餉
の
準

備
。
そ
こ
に
お
祭
り
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準
備
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加
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る
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で
す
。

そ
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頃
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風
流
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車
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。
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懇
望
に
よ
り
昇
格
し

て
城
代
に
な
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囃

子
の
調
子
を
「
よ
ー
い
ー
、

は
ー
い
よ
ー
、
チ
ャ
ン
チ
ャ

ン
ラ
ン
ツ
、
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン

ラ
ン
ツ
・
・
・
」
と
、
鹿
踊

り
は
「
ダ
ア
ス
コ
ダ
ン
、
ダ

ア
ス
コ
ダ
ン
」
と
足
を
踏
み

鳴
ら
し
て
は
し
ゃ
い
で
い
た

も
の
で
す
。

町
内
中
に
お
祭
り
の
花
や

提
灯
が
飾
ら
れ
、
屋
台
が
立

ち
並
ぶ
と
お
祭
り
本
番
で

す
。山

車
は
お
祭
り
の
花
、

元
々
は
高
さ
十
三
メ
ー
ト
ル

の
豪
壮
な
尾
形
山
車
で
東
北

屈
指
の
名
声
を
馳
せ
て
い
た

そ
う
で
す
が
、
電
線
が
張
り

巡
ら
せ
ら
れ
て
か
ら
は
現
在

の
高
さ
に
な
っ
た
の
だ
そ
う

で
す
。

今
は
何
と
い
っ
て
も
風
流

な
人
形
や
飾
り
、
京
都
祇
園

の
流
れ
を
汲
む
と
言
わ
れ
る

囃
子
と
稚
児
姿
の
子
供
た
ち

の
冠
や
衣
装
が
優
雅
だ
。

大
太
鼓
、
三
味
線
、
笛
に

稚
児
た
ち
が
叩
く
小
太
鼓
の

バ
ラ
ン
ス
は
何
と
も
言
え
ま

せ
ん
、
花
巻
ば
や
し
「
よ
ー

い
ー
、
は
ー
い
よ
ー
・
・
・
」

な
の
で
す
。
お
祭
り
前
日
ま

で
の
お
稽
古
は
妹
の
こ
と
を

見
て
い
ま
し
た
の
で
、
大
変

だ
な
あ
ー
と
思
っ
た
も
の
で

す
。神

輿
を
担
ぐ
こ
と
は
男
の

子
の
夢
で
す
、
が
五
年
生
ぐ

ら
い
に
な
ら
な
い
と
担
げ
な

い
の
で
す
。

身
長
が
低
い
の
と
相
ま
っ

て
何
し
ろ
担
ぎ
手
の
子
供
が

多
い
の
で
す
。
低
学
年
は

も
っ
ぱ
ら
神
輿
の
脚
立
や
仰

木
持
ち
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
役
で
も

子
供
は
神
輿
に
出
て
み
た
い

の
で
す
。

豊
沢
町
で
は
大
人
の
神
輿

と
子
供
の
神
輿
が
出
て
い
ま

し
た
。
大
人
の
神
輿
は
樽
神

輿
で
重
く
、
子
供
の
神
輿
は

宮
神
輿
で
軽
い
の
で
す
が
一

丁
前
に
道
路
い
っ
ぱ
い
に
も

む
の
で
す
。
当
時
は
国
道
の

両
端
に
下
水
が
流
れ
て
お

り
、
板
の
蓋
が
腐
っ
て
い
る

と
そ
れ
を
ふ
ん
で
し
ま
う
こ

と
あ
り
ま
し
た
ね
。
で
も
怪

我
が
無
か
っ
た
の
は
不
思
議

で
す
。

二
〇
一
五
年
の
花
巻
ま
つ

り
に
一
一
四
基
の
神
輿
が
一

同
に
会
し
た
た
め
、
ギ
ネ
ス

世
界
記
録
に
認
定
さ
れ
た
の

は
記
憶
に
新
し
い
。

鹿
踊
り
が
ま
た
素
晴
ら
し

昭和29年　豊沢町子供みこし

（５）



２０２１年１月１日（金）在 京 花 巻 人第62号

１．令和２年度会費納入のお願い
在京花巻人会の運営にご協力を賜りありが
とうございます。
花巻人会は会員の皆様からの会費で運営さ
せて頂いております。会費は「花巻人のつど
い」「会報の発行」「歩こう会」等に使用させ
て頂いています。令和２年度の会費3,000円
は同封の振込取扱票（手数料不要）で最寄り
の郵便局より下記の口座にお振込み頂きます
ようお願い申し上げます。
� 在京花巻人会会長　瀬川紘一

口座名義　　　在京花巻人会
口座記号番号　00240-6-111794

２．令和２年度の会費納入のお礼と納入状況
２年度の会費納入金額は11月末現在234名
702,000円でした。会員皆様のご理解とご協
力に感謝とお礼を申し上げます。
� 会計担当　髙橋良光　板垣雅子

この度唐突のお知らせでしたが、在京大迫人会
を「休会」に致し、在京花巻人会に加入させて頂
く事になりました。既に会報「在京花巻人」（第
61号）で瀬川紘一会長より会員の皆様に加入・承
認をお願いの旨紹介を戴いておりますが、改めて
旧大迫人会会員加入の件、承認頂きたく宜しくお
願い致します。
尚、在京大迫人会はこの３月末を以って「休
会」に致しました。大正５年に創立以来永年に
渡り歴史の�“バトン”�を繋いで参りましたが、近
年（３年前の100周年を契機に）会員の皆様の高
齢化や病等の事情で「総会・集い」への参加も減

少傾向で会の運営に支障を来し、誠に残念ながら「休会
に至った次第です。現会員始め、在京の先人・諸先輩の
方々並びに関係各方面の皆様方に沢山のご支援、ご協力
を賜りました事に心より感謝と御礼を申し上げます。
今春４月から新会員として加入し活動に参加を期待致
しておりましたが、７月の「花巻人の集い」が「三密」
回避の為、中止の連絡を頂きました。コロナウイルスは
依然終息の兆しが見られず、私達も日々感染防止に躍起
になっておりますが、皆様とお会いするチャンスを逃し
残念でなりません！　但し従来から個々のお付き合いが
有り、瀬川会長始め執行役員の方々と親交を頂いており
ますので�“心配ご無用”�と理解しております。
これからは色々な催事や交流に在京大迫人の皆さんと
一緒に活動に参加する事を楽しみにしております！
しかし、この度退会を余儀なくされた諸先輩や友人・
知人の方々や首都圏で暮らして居られる大迫出身の皆
様方に、今回の未来志向で「在京花巻人会に加入」の
NEWSを何らかの形でPRしたいと思案しております。
今後は、在京花巻人会の会員としてスタート致しまし
たが、ふる里では既に（13年前に）合併�“オール花巻”�
として花巻市民になっております。在京の私達も、遅ま
きながら歩調を合わせる事が出来ました。これを機会に
どうぞ宜しくお付き合いの程お願い致します。

会費納入のお願いと
納入状況の報告

在京花巻人会会員の皆様へ

「第27回 歩こう会」実施日決定のお知らせ

５月に予定していた第27回歩こう会、11月に延期しましたが新
型コロナの収束が見えず再延期、改めて３月27日（土曜）に実施
することに決定しました。
テーマは予定通り「下谷～三ノ輪～北千住、樋口一葉ゆかりの
下町散歩」です。集合場所や集合時間、コースの詳細などについ
ては、２月に入ってから改めてチラシを送付しお知らせします。
どうぞカレンダーの３月27日（土曜）に印をつけてお待ちくださ
い。� 歩こう会担当理事

「下谷～三ノ輪～北千住、「下谷～三ノ輪～北千住、
樋口一葉ゆかりの下町散歩」樋口一葉ゆかりの下町散歩」

会報の前号、第61号（10月号）の６頁に、「令和２年度
役員」を掲載しましたが誤りがありました。「常任幹事�宮
澤信夫」が抜けておりましたので追加させて頂きます。誠
に申し訳ありませんでした。宮澤さんにも心よりお詫び申
し上げます。改めまして「令和２年度の役員」をよろしく
お願い致します。

お詫びと訂正

阿部美保子
伊藤　弘子
内村　正明
太田サエ子
小野　昌則
菊池　　裕
小暮　　敏

（あいうえお順）

佐々木福子
佐藤　充功
武井　美砂
多田　善利
千葉　益子
野々垣常子
原田　絹子

藤原　敏子
藤原　秀旺
藤原　亮太
村田　喜美
宮崎富貴子

19名

大迫からの新入会員の皆様

在京大迫人会　内村　正明

（６）


